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地域の人と学び、伝え合う活動を通して、地域の一員であることに気付くとともに、 

地域のためにできることはないか考える。 

まちなか先生・子ども学芸員 

まちなか先生（平和講座）【２月】 

 西東京市での空襲の体験記を地域

の人から、直接話を聞きました。普段

何気なく見ていた銅像や神社が、戦

争の跡として残っていることに驚い

ていました。またグループワークを

通して、戦争の怖さ、平和の大切さを

知り、意見交換をしました。 

子ども学芸員（展覧会）【１１月】 

作品を見に来てくれた方に、作

品の魅力を伝えました。ただ、作

品を見るだけでなく作品の説明

を聞くことでより作者の思いが

伝わる活動となりました。 

         子どもたちは、地域の人と学ぶ時間を通して、自分が人の役に立っていることに気付きました。 

また、自分が生まれ育った町の歴史に触れ、「平和とは何か。」を真剣に考えるよい機会となりました。地域の人と関わり合い

ながら学んだことで、より深い学びにつなげることができ、終わった後の顔は充実感に満ち溢れていました。 

以下、参加された方からのアンケート（一部抜粋） 

・一生懸命説明してくれました。とても分かりやすかったです。 

・どの子も頑張って話しかけて教えてくれました。作品の特徴や工程をよく

説明してもらいました。このような機会があってとてもいいと思います。 
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